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卒
業
年
度
を
同
じ
く
す
る

「年
度
三
田
会
」
ま
た
出
身
地
域
や
そ
の

地
域
で
仕
事
を
持

つ
塾
員
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
る

「地
域
三
田
会
」

や
、
卒
業
生
で
あ
る

「塾
員
」
個
人
に
よ
っ
て
、
母
校
の
在
学
生
で

あ
る

「塾
生
」

へ
の
学
生
生
活
支
援

の

た
め
に
、
「社
中
協
力
」
の
精
神
を
も

っ

て
行
わ
れ
る
こ
の

「指
定
寄
付
奨
学
金
」

は
、
ま
さ
に
義
塾
の
特
色
あ
る
伝
統

の

表
れ
と
い
え
る
。

毎
年
、
指
定
寄
付
奨
学
生
が
決
定
し

開
催
さ
れ
る

「指
定
寄
付
奨
学
金
授
与

証
交
付
式
」

に
は
、
奨
学
金
を
拠
出
く

だ
さ

っ
た
三
田
会
関
係
者
を
中
心
に
多
数
の
塾
員
の
方
が
参
列
さ
れ

る

(写
真
参
照
)
。
そ
の
後
、
塾
長
を
始
め
関
係
者
と
奨
学
生
が

一

堂
に
会
し
懇
親
会
が
催
さ
れ
る
が
、
先
年
こ
の
席
で
、
あ
る
塾
員

の

方
か
ら

「奨
学
金
を
受
け
ら
れ
る
塾
生
の
皆
さ
ん
は
、
こ
れ
を
恩
と

し
て
感
じ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
に
感
じ
て
い
た
だ
き
た

い
の
は
縁
で
す
」
と
い
う
、
出
席
者

一
同
が
心

に
残
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
戴

い
た
。
出
会
い
を
縁
に
す
る
こ
と
の
大
切

さ
は
塾
祖
福
沢
諭
吉

が
も

っ
と
も
重
視
し
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
奨
学
金
で
生
ま
れ
た
ご

縁
に
よ
り
、
そ
の
後

の
奨
学
生
と
塾
員
と
の
語
ら
い
の
場
は
、
時
間

を
忘
れ
た
和
や
か
で
楽
し
い
ひ
と
時
と
な

っ
た
。

末
筆
な
が
ら
、
今
夏
は
台
風

・
集
中
豪
雨
に
よ
る
大
規
模
自
然
災

害
が
相
次
ぎ
、
数
多
く
の
方
々
が
被
災
さ
れ
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様

に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
学
生
支
援
に
つ
き
、
日

本
学
生
支
援
機
構
を
始
め
ご
関
係
各
位
に
深
甚
な
る
ご
配
慮
を
願

っ

て
止
ま
な
い
。

資料6奨 学金必要度経年変化表
(2004年度学生生活実態調査報告 よ り)

平成16年度指定寄付奨学
金授与証交付式

●
解
説
●

奨
学
金
貸
与
事
業

に

つ
い
て

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
は
、
平
成

一
六
年
四
月

一
日
、

日
本
育
英
会
の
奨
学
金
貸
与
事
業
や
日
本
国
際
教
育
協
会

・
内
外
学

生
セ
ン
タ
ー

・
国
際
学
友
会

・
関
西
国
際
学
友
会
の
各
公
益
法
人
に

お
い
て
実
施
し
て
き
た
留
学
生
関
連
交
流
事
業
、
並
び
に
国
が
実
施

し
て
き

た
留
学
生
に
対
す
る
奨
学
金
の
給
付
事
業
や
学
生
生
活
調
査

な
ど
の
事
業
を
整
理

・
統
合
し
、
学
生
支
援
事
業
を
総
合
的
に
実
施

す
る
機
関
と
し
て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
人
学
生
に
対
す
る
奨
学
金
貸
与
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日

本
育
英
会
が
昭
和

一
八
年
の
創
立
以
来
六
0
年
間
に
わ
た
り
国
の
奨

学
金
事
業
と
し
て
担

っ
て
き
た
も

の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
貸
与
人

員
は
延

べ
七

一
0
万
人
、
貸
与
し
た
金
額
は
六
兆
円
を
超
え
て
お
り
、

国
民
生
活
に
お
い
て
奨
学
金
は
ま
す
ま
す
重
要
な
も
の
と
な

っ
て
い

ま
す
。

日
本
学
生
支
援
機
構
に
お
い
て
も
、
こ
の
奨
学
金
貸
与
事
業
を
、

今
後
も
意
欲
と
能
力

の
あ
る
学
生
が
経
済
的
に
自
立
し
、
自
ら
の
意

志
と
責
任
に
よ
り
大
学
等
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
と
の
理
念

を
踏
ま
え
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
、
充
実
発
展

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

一

事
業
規
模

平
成

一
六
年
度

の
奨
学
金
貸
与
事
業
費
は
前
年
度
よ
り

一
、
０
三

0
億
円
増
の
六
、
八
二
0
億
円

(
一
七

・
八
%
増
)
と
な

っ
て
い
ま

す
。
事
業
規
模
は
、
近
年
大
幅
に
拡
充
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
五
年
間

に
お
い
て
も
貸
与
人
員
で

一
・
四
倍
、
貸
与
金
額

(事
業
費
)
に
つ

い
て
は

一
・
六
倍
の
伸
び
率
と
な

っ
て
い
ま
す
。
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全
学
生
数
に
対
す
る
奨
学
生
の
割
合
も
平
成

一
五
年
度
の
実
績
で

一
一
・
六
%
と
な

っ
て
お
り
、
八

・
六
人
に

一
人
が
奨
学
金
を
受
け

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

(
一
)
奨
学
金
の
貸
与
人
員
と
貸
与
金
額
の
推
移

(予
算
)
(表
1
)

(
二)
学
種
別
奨
学
生
数
と
全
学
生
数
に
対
す
る
割
合

(平
成

一
五

年
度
実
績
)
(表
2
)

二

奨
学
金
貸
与
制
度
の
概
要

本
機
構
で
は
、
日
本

育
英
会
が
行

っ
て
き
た
奨
学
金
貸
与
制
度
を

引
き
続
き
実
施
す
る
も
の
で
、
奨
学
金
の
種
類
や
貸
与
基
準
、
貸
与

利
率
な
ど
基
本
的
な
枠
組
み
は
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

(
一
)
奨
学
金
の
種
類
と
対
象
者

・
条
件

利
息

の
付
か
な
い
第

一
種
奨
学
金
と
利
息
付
の
第
二
種
奨
学
金
が

あ
り
、
対
象
者
及
び
条
件
は
次
の
と
お
り
で
す

(表
3
)
。

(
二
)
申
込
方
法

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
る
申
込
を
行

っ
て
い
ま
す
。
奨
学
金
事
務

を
総
合
的
に

一
元
管
理
す
る

「情
報
総
合
管
理
シ
ス
テ
ム

(イ
ク
シ

ス
)
」
に
よ
り
各
学
校
と
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
結
び
、
事
務
負
担

の

軽
減
、
奨
学
金
の
早
期
交
付
、
採
用
数
増

へ
の
対
応
等
を
図

っ
て
お

り
、
平
成

一
四
年
度
か
ら
学
生

・
生
徒
が
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
通
し

て
直
接
本
機
構
に
奨
学
金
の
申
込
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

(三
)
採
用
方
法
と
選
考

学
長

・
校
長
の
推
薦
を
受
け
た
申
込
者
に
つ
い
て
、
本
機
構
が
選

考
の
う
え
採
否
を
決
定
し
ま
す
。

そ
の
選
考
に
お
い
て
は
、
人
物

・
健
康

・
学
力

・
家
計
に
つ
い
て
、

第

一
種
奨
学
金
及
び
第
二
種
奨
学
金
の
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
に
照
ら
し

て
総
合
的
な
判
定
を
行

い
、
予
算
の
範
囲
内
で
採
用
す
る
仕
組
み
で

す
。

(四
)
採
用
方
式

奨
学
生
の
採
用
方
式
は
次
の
二
種
類
に
な
り
ま
す
。

①
予
約
採
用
方
式

(進
学
前
の
申
込
)

進
学
予
定
の
前
年
に
在
学
し
て
い
る
学
校
を

通
じ
て
行
い
、
採
用

候
補
者
と
し
て
決
定
し
、
学
校

へ
進
学
後
、
奨
学
生
と
し
て
本
採
用

し
ま
す
。

*
大
学
院

へ
の
進
学
予
定
の
場
合
は
、
入
学
が
内
定
し
て
い
る
大
学

に
申
込
み
ま
す
。

表1

表2

(注)「大学」とは、大学学部及び短期大学です。

表3

(注)高等学校及び専修学校高等課程の生徒に対する奨学金貸与業務については、

平成17年度入学者以降、各都道府県に移管されます。
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②
在
学
採
用
方
式

(進
学
後
の
申
込
)

進
学
し
た
学
校
を
通
じ
て
行
い
、
募
集
は
原
則
と
し
て
毎
年
春
に

行

っ
て
い
ま
す
。

*
緊
急
採
用

(第

一
種
奨
学
金
)
及
び
応
急
採
用

(第
二
種
奨
学
金
)

主
た
る
家
計
支
持
者
の
失
職

・
破
産

・
事
故

・
病
気

・
死
亡
等
ま

た
は
火
災

・
風
水
害
等
に
よ
り
家
計
が
急
変
し
た
た
め
緊
急
に
奨
学

金
を
必
要
と
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
在
学
す
る
学
校
を
通
じ
て
、
随

時
申
込
を
受
付
け
ま
す
。

(五
)
貸
与
金
額

(表
4
)

①
第

一
種
奨
学
金
は
、
学
種

・
設
置
者

・
採
用
年
度

・
通
学
形
態
別

に
貸
与
月
額
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
第
二
種
奨
学
金
は
、
本
人
が
四
種
類
の
貸
与
月
額
か
ら
自
由
に
選

択
で
き
、
さ
ら
に
在
学
採
用
の
場
合
は
、
希
望
に
よ
り
申
込
年
度

の
四
月
ま
で
遡
っ
て
貸
与
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

③
入
学
時
特
別
増
額
貸
与
奨
学
金

(利
息
付
)
は
、
大
学

・
短
期
大

学

・
大
学
院

・
専
修
学
校
専
門
課
程
の
第

一
学
年

(編
入
学
者
の

入
学
年
次
を
含
む
。)
に
お
い
て
、
第

一
種
奨
学
金

・
第
二
種
奨

学
金

の
貸
与
を
受
け
る
者
に
対
し
、
希
望
に
よ
り
入
学
月
の
基
本

月
額

に
定
額
三
0
万
円
を
増
額
し
て
貸
与
す
る
も
の
で
す
。

(六
)
貸
与
期
間

本
機
構
が
認
め
た
貸
与
始
期
か
ら
在
学
す
る
学
校
の
修
業
年
限
の

終
期
ま
で
を
貸
与
期
間
と
し
ま
す
。

た
だ
し
、
第

一
種
奨
学
金
の
緊
急
採
用
の
貸
与
期
間
は
、
採
用
さ

れ
た
年
度
の
三
月
を
終
期
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
翌
年
度
も
引
き

続
き
緊
急
採
用
に
よ
る
奨
学
金
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
基
準
に
該

当
し
、
「緊
急
採
用
奨
学
金
継
続
願
」
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、

貸
与
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

(七
)
奨
学
金
の
交
付

原
則
と
し
て
、
毎
月

一
回
当
月
分
を
奨
学
生
本
人
名
義
の
銀
行
、

信
用
金
庫
又
は
労
働
金
庫
の
預
金
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

(八
)
奨
学
生
へ
の
助
言

・
指
導

在
学
中
は
奨
学
生
と
し
て
勉
学
に
励
み
な
が
ら
充
実
し
た
学
生
生

活
を
送
り
、
卒
業
後
は
貸
与
を
受
け
た
奨
学
金

の
返
還
を
確
実
に
履

行
す
る
よ
う
、
学
校
の
協
力
を
得
て
、
奨
学
生

へ
の
助
言

・
指
導
を

行

っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、

①
貸
与
額
通
知
書
を
送
付
し
、
各
年
度
ご
と
に
貸
与
し
た
奨
学
金
の

表4
【貸与月額表】
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貸
与
総
額
を
確
認
さ
せ
る
。

②
奨
学
金
継
続
願
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
奨
学
金
の
必
要
性

を
奨
学
生
自
ら
に
判
断
さ
せ
る
。

③
奨
学
生
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
適
格
性
を
有
す
る
者
で
あ
る
か
否
か

の
確
認
を
学
校
に
お
願
い
す
る
。

④
奨
学
生
の
し
お
り

・
返
還
の
て
び
き
の
配
布

・
返
還
説
明
会
の
開

催

・
返
還
勧
奨
状
の
送
付

等
を
行

っ
て
い
ま
す
。

(九
)
返
還
誓
約
書

(借
用
証
書
)
の
徴
収

返
還
誓
約
書
は
本
機
構
と
奨
学
生
と
の
間
の
金
銭
消
費
貸
借
関
係

を
明
確

に
し
、
返
還
方
法
を
確
認
す
る
重
要
な
も
の
で
す
。
奨
学
生

が
、
奨
学
金
の
貸
与
が
終
了
し
た
と
き
又
は
奨
学
生
の
身
分
が
な
く

な
っ
た
と
き
は
、
返
還
誓
約
書
を
学
校
を
通
じ
て
徴
収
し
ま
す
。

三

平
成

一
六
年
度
の
新
規
施
策

(
一
)
法
科
大
学
院
生
を
対
象
と
し
た
奨
学
金
貸
与
制
度

わ
が
国
の
法
曹
人
口
が
欧
米
に
比
較
し
て
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い

る
状
況
等
か
ら
生
じ
て
い
る
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
法
曹
家
養
成

の
強
化
を
目
的
と
し
て
、
平
成

一
六
年
度
か
ら
法
科
大
学
院
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
法
科
大
学
院
に
つ
い
て
は
、
高
度
な
専
門
知
識
を
有

す
る
実
務
家
教
員
の
確
保
等
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

に
よ
り
既
存

の
大
学

院
に
比
し
学
費
負
担
が
大
き
く
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
機
構
に

お
い
て
も
、
こ
れ
に
対
応
し
た
奨
学
金

の
充
実
を
図
り
、
学
生
へ
の

経
済
的
支
援
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
採
用
の
基
準
等
は
、
現

行

の
大
学
院
修
士
課
程
と
同
じ
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
が
、
第
二
種

奨
学
金

の
貸
与
月
額
に
つ
い
て
は
増
額
月
額
が
新
た
に
設
け
ら
れ
、

本
人
の
希
望
に
よ
り
月
に
二
0
万
円
ま
で
貸
与
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
ま
た
第

一
種
奨
学
金
と
併
せ
る
と
最
高
月
額
二
八
万
七
千
円
の

貸
与
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た

(表
5
)
。

(二
)
海
外
留
学
を
希
望
す
る
人
へ
の
奨
学
金
貸
与
制
度

(第

二
種
奨

学
金
)

近
年
の
国
際
化
社
会

の
進
展
に
伴
い
、
積
極

的
に
海
外

の
大
学

(短
期
大
学
を
含
む
。
)
・
大
学
院
で
学
び
た
い
と
す
る
学
生
が
増
加

し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
国
際
的
に
活
躍
す

る
人
材
の
育
成
及
び

経
済
的
支
援
を
図
る
観
点
か
ら
、
第
二
種
奨
学
金
に
よ
る
海
外
の
大

学

・
大
学
院

へ
の
進
学
希
望
者
に
対
す
る
支
援
を
行
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た

(表
6
)。

(三
)
特

に
優
れ
た
業
績
を
あ
げ
た
大
学
院
生
を
対
象
と
し
た
返
還

免
除
制
度

大
学
院
に
お
い
て
第

一
種
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
た
学
生
で
あ

っ

て
、
在
学
中
に
特
に
優
れ
た
業
績
を
あ
げ
た
者
と
し
て
機
構
が
認
定

し
た
場
合
に
は
、
貸
与
期
間
終
了
時
に
お
い
て
、
そ
の
奨
学
金
の
全

部
又
は

一
部
の
返
還
が
免
除
さ
れ
る
制
度
で
す
。
学
問
分
野
で
の
顕

著
な
成
果
や
発
明

・
発
見
の
ほ
か
、
専
攻
分
野

に
関
す
る
文
化

・
芸

術

・
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
め
ざ
ま
し
い
活
躍
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
で

の
顕
著
な
社
会
貢
献
等
を
総
合
的
に
評
価
し
、
学
生
の
学
修

へ
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

(四
)
機
関
保
証
制
度
の
導
入

一
定
の
保
証
料
を
保
証
機
関
に
支
払
う
こ
と

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

の
連
帯
保
証
人
や
保
証
人
に
代
え
て
保
証
機
関

の
保
証
を
受
け
ら
れ

る
制
度
で
す
。
加
入
は
任
意
で
あ
り
、
「人
的
保
証
制
度
」

(連
帯
保

証
人

・
保
証
人
を
立
て
る
)
と
ど
ち
ら
を
選
択
す
る
か
は
、
学
生
の

自
主
的
判
断
に
よ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
奨
学
生
の
利
便
性
の
向
上
を
図
り
、
自
ら
の
意
志

と
責
任
に
お
い
て
高
等
教
育
機
関
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
高
等
学
校

・
専
修
学
校

高
等
課
程
に
つ
い
て
は
従
来
ど
お
り

「人
的
保
証
制
度
」

の
み
と
な

り
ま
す
。

表5

表6


